
■インドネシア：新・新電力法が成立 
インドネシア国会は2009年9月8日、「新・新電力法案」を賛成多数で可決した。改正前の「電力

法」では、国有電力公社（PLN）が電気事業を独占的に行うとされていたが、「新・新電力法案」

では新たに中央・州政府に電気事業の許認可権を付与することが盛り込まれており、電気事業への

新規参入者の登場が期待される。インドネシアでは2004年、電力自由化を定めた「新電力法」（2002
年に成立）が最高裁判決によって無効となったため、最高裁判決に沿った形での電力改革を実施す

るための「新・新電力法案」の審議が行われていた。 
 


